
『
菅
家
文
草
』
の
詩
体
と
脚
韻

谷
　
　
口

孝
　
　
介

は
じ
め
に

平
安
時
代
前
期
、
こ
と
に
承
和
期
以
降
の
文
学
史
を
考
え
る
う
え
で
、
『
白

氏
文
集
』
の
影
響
を
抜
き
に
し
て
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の

影
響
は
、
た
ん
に
語
辞
の
面
に
限
定
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
発
想
法
や
自

然
の
見
取
り
方
、
延
い
て
は
詩
歌
の
思
想
性
の
問
題
に
ま
で
及
ぶ
。
つ
ま
り

『
白
氏
文
集
』
の
受
容
に
よ
り
、
日
本
の
文
学
史
は
よ
り
豊
饒
な
表
現
性
を
獲

得
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
漢
詩
に
関
し
て
い
え
ば
、
以
上
の
こ
と
を
十
分
に
認

識
し
つ
つ
も
な
お
、
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
な
印
象
で
は
あ
る
が
、
『
白
氏
文
集
』
と

の
歴
然
た
る
差
異
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
此
の
力
量
や
状
況
の

差
の
み
に
起
因
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
力
量
や
状
況
に
も
ま
し
て

詩
人
の
個
性
に
関
す
る
問
題
が
存
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
『
菅
家
文
草
』
の
詩
体
と
脚
韻

　
日
本
漢
詩
の
研
究
に
お
い
て
は
、
詩
語
を
中
心
と
し
た
題
材
・
素
材
の
研
究
、

比
嚥
を
中
心
と
し
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
詩

人
の
個
性
を
探
究
す
る
方
法
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
の
研
究
以
上
に

重
要
な
も
の
と
い
え
る
、
形
式
と
韻
律
の
研
究
が
考
え
ら
れ
る
。
韻
律
と
リ
ズ

ム
の
根
源
性
は
歌
詩
作
晶
の
表
現
機
能
を
内
面
か
ら
支
え
て
い
る
。
こ
と
に
漢

詩
の
場
合
は
、
詩
体
・
脚
韻
・
声
律
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
規
則
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
詩
人
は
自
己
の
表
現
意
欲
を
満
た
す
詩
型

を
選
び
、
作
詩
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
「
李
絶
杜
律
」
論
で
い
う
よ
う
な
、

そ
の
詩
人
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
詩
型
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

決
し
て
詩
の
形
式
は
形
式
と
し
て
外
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
詩
人
の
内

面
と
密
接
に
結
ば
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
関
心
の
も
と
で
、
『
菅
家
文
草
』
・
『
菅
家
後
集
』
に
収
め
る
菅

原
道
真
の
歌
詩
作
晶
の
詩
体
と
脚
韻
と
を
調
査
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
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『
菅
家
文
草
』
の
詩
体
と
脚
韻

た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
あ
る
詩
人
の
研
究
に
お
い
て
は
そ
の
歌
詩
作
品
を
繋
年

に
配
列
し
て
考
察
す
る
仕
方
が
よ
く
と
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
詩
人
の
展
開
を
観

る
の
に
は
適
切
だ
が
、
歌
詩
作
品
全
体
の
個
性
は
十
分
に
看
取
し
え
な
い
。
そ

れ
に
対
し
て
詩
人
の
独
自
の
形
式
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歌

詩
作
品
全
体
か
ら
詩
人
の
個
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
デ
ー

タ
の
精
細
な
読
み
と
り
は
い
ま
だ
不
完
全
な
段
階
で
は
あ
る
が
、
も
っ
て
私
の

『
菅
家
文
草
』
論
の
前
提
と
し
た
い
。

　
『
菅
家
文
草
』
歌
詩
作
品
を
詩
体
か
ら
分
類
し
た
「
分
体
表
」
（
表
１
）
と
、

各
詩
体
の
巻
毎
の
分
布
数
を
示
し
た
表
ー
と
を
掲
出
す
る
。
な
お
『
菅
家
文

草
』
の
歌
詩
作
品
は
川
口
久
雄
氏
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
７
２
　
菅
家
文
草

菅
家
後
集
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
。
以
下
、
こ
の
書
を
大
系
本
と
略
称

す
る
）
で
設
定
さ
れ
た
作
品
番
号
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
と
す
る
。
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Ｏ
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９
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２
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３
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０
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０
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０
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０
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９
５

　
　
な
お
、
川
口
氏
校
注
大
系
本
で
は
総
歌
詩
数
を
五
一
四
首
と
数
え
て
い
る
。

右
の
表
ー
と
の
五
首
の
差
は
、
次
の
二
点
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　
一
、
「
八
月
十
五
夕
、
待
月
。
○
ｃ
。
＠
」
に
つ
い
て
、
大
系
本
は
、
定
格
聯
章
の

五
更
転
と
し
て
一
首
と
す
る
が
、
詩
体
と
し
て
は
七
言
絶
句
、
五
首
と
す
る
方

が
適
当
で
あ
る
。

　
　
一
、
「
余
近
叙
詩
情
怨
一
篇
、
呈
菅
十
一
著
作
郎
。
長
句
二
首
、
偶
然
見
訓
。

更
依
本
韻
、
重
答
以
謝
。
Ｈ
お
」
に
つ
い
て
、
大
系
本
は
、
二
章
一
首
の
体
裁

を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
七
言
律
詩
、
二
首
と
し
た
。

　
　
こ
の
二
点
に
よ
り
五
首
の
差
異
が
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
大
系
本
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
一
一



　
　
　
　
　
，
菅
家
文
草
』
の
詩
体
と
脚
韻

設
定
さ
れ
た
作
品
番
号
は
便
宜
上
、
変
更
し
な
い
こ
と
と
し
、
た
と
え
ば
「
一

一
九
」
は
「
一
一
九
（
一
）
」
、
「
一
一
九
（
二
）
」
と
複
数
化
し
て
お
い
た
。

　
さ
ら
に
詩
体
の
分
類
に
お
い
て
、
意
見
を
異
に
す
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え

ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
舟
行
五
事
。
８
０
」
は
、
大
系
本
の
目
次
に
は
「
五
言
排
律
、
五
首
」
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
一
聯
の
平
灰
配
置
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
○
　
　
●

　
　
一
株
磯
上
松
、

　
　
峻
脚
磯
歎
重
。
（
○
は
平
字
、
●
は
灰
字
を
示
す
）

以
下
、
一
々
挙
げ
な
い
が
、
律
句
を
構
成
し
な
い
聯
が
ま
ま
存
す
る
。
そ
の
う

え
、

　
　
難
レ
遭
二
斑
爾
匠
↓
材
随
不
レ
為
レ
容
。

の
聯
や
、

　
　
我
将
レ
知
二
実
不
↓
試
螂
二
米
三
升
↓

の
聯
の
よ
う
に
、
対
句
を
構
成
し
な
い
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。
板
本
な
ど
で

は
こ
の
作
品
を
、
と
く
に
章
を
分
か
た
ず
に
書
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
合
わ
せ

て
、
本
稿
で
は
、
上
平
二
冬
、
上
平
一
東
、
上
平
八
斉
、
下
平
十
一
尤
、
下
平

十
蒸
と
換
韻
す
る
五
言
古
詩
、
一
首
と
み
て
お
く
。

　
「
寄
白
菊
。
四
十
韻
。
Ｎ
８
」
は
、
大
系
本
の
目
次
、
頭
注
と
も
に
「
五
言
古

調
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
は
前
例
と
は
逆
に
、
反
法
・
粘
法
と
も
に
近

体
詩
法
に
か
な
っ
て
お
り
、
各
聯
対
句
を
な
し
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
れ
は
五
言

四
四

排
律
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
、
大
系
本
・
解
説
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
表
の
数
値
と

は
異
な
っ
て
く
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　
さ
て
、
掲
出
し
た
分
体
表
を
概
観
し
て
お
く
と
、
圧
倒
的
に
近
体
詩
が
多
く
、

古
体
詩
は
わ
ず
か
十
七
首
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
近
体
詩
の
中
で
も
七
言
律
詩
、

七
言
絶
句
が
多
く
、
五
言
律
詩
は
そ
れ
に
次
ぐ
。
五
言
絶
句
の
少
な
い
の
も
特

徴
の
一
っ
で
あ
る
。
排
律
で
は
、
通
常
作
例
の
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
、
七
言

排
律
が
五
言
絶
句
を
上
回
っ
て
お
り
、
注
意
を
要
す
る
。
『
白
氏
文
集
』
で
は

三
十
七
の
作
例
を
み
る
小
律
の
類
は
、
一
首
も
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
厳
密
に

い
う
と
詩
体
の
問
題
で
は
な
く
、
様
式
の
問
題
な
の
で
あ
る
が
、
中
唐
の
詩
人

に
多
く
の
作
例
を
み
る
楽
府
体
や
歌
行
体
の
作
品
も
、
道
真
の
歌
詩
作
品
に
は

み
ら
れ
な
い
。

　
以
上
の
概
観
に
よ
っ
て
知
り
え
る
こ
と
は
、
五
言
よ
り
も
七
言
の
方
が
多
い

と
い
う
、
中
唐
の
一
般
的
な
傾
向
は
示
し
な
が
ら
も
、
七
言
律
詩
が
七
言
絶
句

よ
り
も
多
い
と
い
う
初
唐
の
傾
向
を
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
古
体
詩
が
中
唐
の
詩
人
に
比
し
て
断
然
少
な
い
こ
と
は
、
十
分
に
留
意
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

各
詩
体
の
問
題
点
を
み
て
お
一
」
う
。



　
『
菅
家
文
草
』
の
歌
詩
作
品
中
、
質
量
と
も
に
優
れ
て
い
る
の
は
七
言
律
詩

で
あ
る
。
総
歌
詩
数
の
約
四
割
が
こ
の
詩
体
に
属
す
る
。
ち
な
み
に
花
房
英
樹

氏
『
白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
（
朋
友
書
店
、
一
九
七
四
年
再
版
）
の
分
体

表
に
よ
っ
て
計
出
し
て
み
る
と
、
『
白
氏
文
集
』
で
は
、
総
歌
詩
数
、
二
八
二

四
首
に
対
し
て
、
七
言
律
詩
は
五
六
六
首
、
約
二
割
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
歌
詩

数
は
五
言
古
詩
、
七
言
絶
句
に
次
い
で
三
番
目
に
位
置
す
る
。
元
来
、
七
言
律

詩
は
他
の
近
体
詩
に
比
し
て
、
遅
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
木
正
一
氏

に
よ
る
と
、
初
唐
の
景
竜
年
間
（
七
〇
七
－
七
一
〇
）
に
中
宗
の
宮
廷
に
お
い

て
、
李
幡
、
杜
奮
言
、
宋
之
問
、
沈
性
期
、
張
説
ら
宮
廷
詩
人
た
ち
が
、
宴
席

の
う
え
で
、
制
に
応
え
て
作
し
た
の
が
、
近
体
詩
と
し
て
の
七
言
律
詩
の
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　

だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
晴
れ
の
場
を
成
立
の
基
盤
と
し
て
持
っ
て
い
る
た
め
に
、

そ
の
詩
風
も
お
の
ず
か
ら
五
言
律
詩
の
端
整
さ
に
、
華
麗
な
性
格
が
加
わ
っ
て

く
る
。
『
菅
家
文
草
』
の
歌
詩
作
晶
に
お
い
て
、
七
律
の
比
率
が
白
居
易
は
じ

め
中
唐
の
詩
人
た
ち
に
比
し
て
、
断
然
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
道
真
が
根
本
に

お
い
て
は
、
初
唐
の
詩
人
と
等
し
く
侍
宴
応
制
の
宮
廷
詩
人
で
あ
る
こ
と
を
証

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
彼
自
身
、
「
詩
臣
膳
霧
言
二
行
楽
一
」
（
〇
二
七
の
五

句
目
）
、
「
長
断
三
詩
臣
作
二
外
臣
一
」
．
（
三
二
四
の
八
句
目
）
と
自
己
を
「
詩
臣
」

と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
七
律
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
る
題
材
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
様
式
と
し
て

は
早
春
内
宴
や
九
日
重
陽
宴
の
折
り
の
侍
宴
応
制
詩
が
群
を
抜
い
て
多
い
。
巻

　
　
　
　
　
『
菅
家
文
草
』
の
詩
体
と
脚
韻

五
、
六
に
は
特
に
多
く
、
な
か
で
も
巻
六
で
は
七
律
十
三
首
中
、
十
首
ま
で
も

が
侍
宴
応
制
詩
で
あ
る
。
ま
た
、
七
律
の
頷
聯
、
頸
聯
の
対
句
の
多
く
が
『
和

漢
朗
詠
集
』
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
よ
う
に
、
華
麗
な
佳
句
が

こ
と
に
多
い
。
こ
の
詩
風
は
こ
の
後
、
菅
原
文
時
（
菅
三
品
）
ら
に
よ
っ
て
受

け
継
が
れ
、
『
本
朝
麗
藻
』
の
詩
人
た
ち
に
も
こ
れ
を
範
と
す
る
作
品
が
多
く

　
　
　

存
す
る
。

　
七
律
の
作
法
と
し
て
、
「
七
言
律
、
平
叙
易
二
於
径
直
一
雛
鐘
失
二
之
桃
巧
一

比
二
五
言
一
更
難
」
（
清
、
沈
徳
潜
『
唐
詩
別
裁
』
凡
例
）
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

道
真
の
七
律
は
今
日
の
目
か
ら
み
る
と
、
や
や
「
雛
鐘
失
之
桃
巧
」
の
気
味
は

あ
る
も
の
の
、
対
句
の
巧
み
さ
に
一
つ
の
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
艶
麗
椅

摩
は
日
本
漢
詩
の
独
自
の
達
成
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
七
律
で
み
た
性
格
は
よ
り
顕
著
に
排
律
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
。
五
言
排
律

が
巻
一
に
多
い
こ
と
は
、
こ
の
詩
体
が
唐
代
の
科
挙
の
進
士
科
に
お
け
る
試
律
、

試
帖
詩
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
つ
ま
り
道
真
も
進
士
科
に
応
ず
る
た
め

に
排
律
の
作
詩
の
訓
練
を
し
た
た
め
で
あ
る
。
排
律
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
こ

と
は
七
言
排
律
の
作
例
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
松
浦
友
久
氏
に
よ
る
と
、
「
五

万
首
に
近
い
現
存
の
唐
詩
の
な
か
で
、
七
言
排
律
の
例
は
、
ほ
ん
の
数
首
し
か

な
い
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
技
術
的
な
困
難
さ
と
い
う
よ
り
も
、
律
体
の
七
一
冒

句
が
、
し
か
も
対
句
の
形
で
多
数
排
列
さ
れ
る
の
で
は
、
あ
ま
り
に
壮
麗
、
荘

重
に
過
ぎ
て
、
拝
情
感
覚
の
自
然
な
流
れ
が
阻
害
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
　
　
　
　
「
菅
家
文
草
－
の
詩
体
と
脚
韻

う
。
現
存
の
資
料
か
ら
い
う
か
ぎ
り
、
七
言
排
律
は
、
独
立
し
た
様
式
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

扱
い
に
く
い
状
態
に
あ
る
」
と
い
う
の
が
唐
詩
一
般
の
状
況
な
の
で
あ
る
。
道

真
の
七
言
排
律
十
六
首
の
内
、
六
首
（
〇
六
七
、
一
四
四
、
三
五
四
、
四
三
四
、

四
三
八
、
四
四
九
）
ま
で
も
が
応
制
詩
で
あ
る
こ
と
は
、
七
律
に
つ
い
て
述
べ

た
性
格
を
い
っ
そ
う
押
し
進
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
一
七
、
二
一
九
、
三
〇
一
、
五
〇
四
の
作
例
は
題
材
と
詩
体
と
が
そ
ぐ
わ
ず
、

き
ら
び
や
か
過
ぎ
る
印
象
を
与
え
る
。
五
排
に
っ
い
て
も
い
え
る
こ
と
だ
が

（
〇
七
五
、
二
九
二
）
、
古
詩
体
に
よ
っ
て
詠
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
題
材
が
排
律

に
よ
っ
て
詠
わ
れ
る
傾
向
を
み
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
古
体
詩
の
項
で
述
べ
る

古
体
詩
の
詠
出
の
困
難
と
七
律
で
み
ら
れ
た
対
句
の
様
式
美
へ
の
志
向
を
物
語

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
叙
意
。
一
百
韻
。
お
ト
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
四
十

句
以
上
に
及
ぶ
長
排
律
が
八
首
あ
る
こ
と
は
、
盛
唐
か
ら
中
唐
に
か
け
て
の
潮

流
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

　
五
言
絶
句
が
わ
ず
か
九
首
で
あ
る
こ
と
は
、
七
言
排
律
が
多
い
こ
と
の
裏
返

し
の
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。
五
絶
の
、
事
象
を
点
綴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
外

に
意
を
表
す
象
徴
的
技
法
は
、
如
上
の
華
麗
な
表
現
と
は
あ
い
入
れ
な
い
も
の

だ
か
ら
で
あ
る
。三

古
体
詩
が
中
唐
の
詩
人
に
比
し
て
、
断
然
に
す
く
な
い
の
は
、

日
本
漢
詩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

一
般
的
傾
向
で
あ
る
。
大
野
実
之
助
氏
が
「
古
体
は
押
韻
以
外
に
特
に
厳
格
な

規
約
は
な
く
、
自
由
に
表
現
し
得
る
よ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
自
由
な
る
が
故

に
（
中
略
）
其
処
に
は
限
り
な
い
深
さ
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
体
は
近
体
よ
り
詩
の
世
界
に
お
い
て
は
程
度
の
高
い
も
の
」
で
あ
る
と
い
う

の
だ
か
ら
、
一
応
は
彼
此
の
力
量
の
差
ゆ
え
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
古
体

詩
は
、
作
者
に
内
在
化
さ
れ
て
い
る
思
想
を
言
語
に
密
着
し
た
形
で
表
現
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
に
適
し
、
白
居
易
に
あ
っ
て
は
、
「
詩
道
の
文
学
」
と
さ
え
い
わ
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
古
体
詩
の
僅
少
は
、
力
量
の
有
無
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
日

本
漢
詩
人
の
思
想
性
の
薄
弱
に
、
よ
り
多
く
よ
る
も
の
と
い
え
る
。

　
し
か
し
道
真
の
場
合
、
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
、
大
宰
府
請
居
時
代
に
七
首

の
古
体
詩
が
詠
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
「
読
楽
天
北
窓
三
友

詩
。
ミ
ベ
」
、
「
突
奥
州
藤
使
君
。
お
３
、
「
夜
雨
。
８
◎
」
な
ど
は
対
句
も
ほ
と

ん
ど
姿
を
消
し
、
思
う
と
こ
ろ
を
直
叙
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
「
自
二
従

勅
使
駆
将
去
一
、
父
子
一
時
五
処
離
」
（
四
七
七
の
四
十
一
・
四
十
二
句
目
）

な
ど
の
よ
う
に
散
文
に
近
づ
い
た
表
現
も
目
立
っ
て
く
る
。
吉
川
幸
次
郎
氏
が

道
真
の
歌
詩
を
評
し
て
、
「
老
人
が
く
ど
く
ど
も
の
室
言
っ
て
い
る
よ
う
な
と

　
　
　
　
¢

こ
ろ
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
、
け
だ
し
こ
の
よ
う
な
箇
所
か
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
大
宰
府
時
代
の
古
体
詩
の
増
加
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
消
極
的
に
は
侍
宴
応
制
詩
を
作
る
必
要
が
な
く
な

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
在
京
当
時
の
道
真
は
自
己
を
「
詩
臣
」
と
規
定
し
て
い



た
こ
と
は
先
に
み
た
が
、
こ
の
自
己
規
定
に
よ
り
、
彼
の
「
詩
言
志
」
の
志
向

は
か
な
り
隠
微
な
か
た
ち
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
っ
ま
り
屏
風
詩
や
侍

宴
応
制
詩
の
様
式
を
と
っ
て
微
意
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
大
宰
府

に
来
て
「
詩
臣
」
の
自
己
規
定
が
無
意
味
に
な
る
と
、
制
約
が
な
く
な
り
、

「
言
志
」
に
と
っ
て
最
も
適
当
な
詩
体
で
あ
る
古
体
詩
で
自
己
の
憤
情
を
述
べ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
道
真
に
お
け
る
古
体

詩
の
僅
少
は
彼
の
力
量
の
無
さ
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
の
自
己
規

定
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
近
体
詩
の
中
で
最
も
の
び
や
か
で
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
を
持
っ
七
言
絶
句
が
、

道
真
に
お
い
て
は
、
古
体
詩
の
欠
を
補
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
唐
詩
に

お
い
て
は
離
別
詩
が
、
多
く
七
絶
で
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
詩
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

が
「
掃
情
性
の
直
接
的
表
示
を
第
一
義
と
す
る
題
材
」
に
適
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
道
真
に
お
い
て
も
離
別
詩
は
多
く
こ
の
詩
体
で
詠
わ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
巻
三
の
一
八
五
、
一
八
六
、
一
八
七
の
三
首
は
、
仁
和
二
年
、
道
真

が
讃
州
刺
史
と
し
て
赴
任
す
る
に
際
し
て
の
三
っ
の
異
な
る
饒
席
で
の
詠
で
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
悲
」
、
「
恨
」
、
「
妬
」
の
文
字
に
当
時
の
彼
の
心
情
が
直
裁

に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
七
絶
の
制
作
時
期
を
み
る
と
、
あ
る
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
巻
六
、
後
集
に
お
い
て
は
七
絶
が
七
律
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
こ
と
を
も
っ
て
川
口
氏
は
道
真
の
「
創
作
力
の
衰
弱
を
物
語
る
」
と
い
う

　
　
　
　
　
『
菅
家
文
草
』
の
詩
体
と
脚
韻

が
、
別
の
見
方
も
で
き
る
。
こ
の
時
期
の
七
絶
に
は
た
ん
に
そ
う
と
だ
け
い
っ

て
す
ま
せ
な
い
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
道
真
は
大
勉
言
か
ら
右
大

臣
へ
と
顕
官
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
周
囲
の
風

当
た
り
も
激
し
く
な
り
、
処
世
に
も
相
当
気
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
七
絶
の
作
例
を
み
る
と
、

　
　
況
復
詩
人
非
二
俗
物
↓

　
　
夜
深
年
暮
泣
相
看
。
（
対
残
菊
、
待
寒
月
。
お
Ｈ
）

　
　
笑
レ
松
噺
レ
竹
独
寒
身
、

　
　
看
是
梅
花
絶
不
レ
隣
。
（
賦
殿
前
梅
花
、
応
太
皇
制
。
畠
Ｎ
）

　
　
若
不
二
皇
恩
相
勧
見
↓

　
　
毎
レ
春
空
混
満
庭
沙
。
（
春
夕
、
移
坐
遊
花
下
、
応
制
。
畠
岬
）

の
よ
う
に
、
当
時
の
彼
の
心
情
が
吐
露
さ
れ
た
詩
句
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
七
絶
の
連
作
で
あ
る
「
近
院
山
水
障
子
詩
。
六
首
。
ま
Ｎ
～
き
べ
」
が
た

ん
な
る
題
画
詩
で
は
な
く
、
画
中
の
人
物
に
託
し
た
、
道
真
自
身
の
詠
懐
詩
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
後
藤
昭
雄
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
晩
年
の
道

真
が
応
制
詩
を
七
絶
で
制
作
し
た
の
は
、
も
は
や
七
律
と
い
う
詩
体
で
は
収
ま

り
き
れ
な
い
心
情
を
、
秤
情
に
適
し
た
こ
の
七
絶
の
詩
体
を
用
い
る
こ
と
で
、

表
出
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
五
言
律
詩
に
つ
い
て
簡
略
に
触
れ
て
お
く
。
こ
の
詩
体
で
目
立
つ

こ
と
は
即
興
的
な
連
作
が
多
い
と
い
う
こ
と
と
、
巻
一
、
二
の
比
較
的
若
年
の
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『
菅
家
文
草
』
の
詩
体
と
脚
韻

こ
ろ
の
侍
宴
応
制
詩
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
後
年
の
七
律
の
完
成
を
用

意
す
る
前
段
階
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
別
に
閑
適
詩
も
こ
の
端
整
な
詩
体

に
よ
っ
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　
　
　
四

　
『
菅
家
文
草
』
歌
詩
作
品
の
脚
韻
の
調
査
の
結
果
を
次
に
脚
韻
表
と
し
て
掲

出
す
る
。
体
裁
は
花
房
英
樹
氏
、
前
川
幸
雄
氏
『
元
損
研
究
』
（
彙
文
堂
、
一

九
七
七
年
）
の
脚
韻
表
に
倣
い
、
平
水
韻
の
韻
目
番
号
に
よ
っ
て
示
す
。
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『
菅
家
文
草
』
の
詩
体
と
脚
韻

　
『
菅
家
文
草
』
歌
詩
作
品
の
脚
韻
の
特
質
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
稿
を
改
め
て

述
べ
た
い
が
、
こ
こ
で
は
要
点
の
み
を
掲
げ
て
お
く
。

　
一
、
中
唐
の
元
和
詩
体
の
影
響
を
う
け
た
次
韻
詩
が
み
ら
れ
る
こ
と
。

　
二
、
『
広
韻
』
の
韻
目
に
よ
る
上
平
声
五
支
・
六
脂
・
七
之
韻
及
び
上
平
声

　
　
二
十
文
・
二
十
一
欣
韻
の
箇
所
に
お
い
て
、
「
広
韻
』
の
同
用
の
規
定
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
あ
て
は
ま
ら
ず
、
盛
中
唐
の
詩
人
の
傾
向
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
。

以
上
の
ほ
か
に
も
、
ほ
と
ん
ど
破
格
の
用
韻
が
存
し
な
い
こ
と
か
ら
、
逆
に
一

見
踏
み
落
と
し
て
い
る
か
に
思
え
る
も
の
（
表
中
で
ｍ
印
を
付
し
た
）
の
韻
字

を
訂
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

＠＠

五
〇

七
五
年
）
、
二
〇
七
頁
。

後
藤
昭
雄
氏
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』
（
妾
楓
土
、
一
九
八
一
年
）
、
二
一
〇
頁
以

下
。　
中
国
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
小
川
環
樹
氏
『
中
国
語
学
研
究
」
（
創
文
社
、
一
九

七
七
年
）
、
八
七
頁
以
下
参
照
。

注Ｏ　　＠　＠¢ゆ　 　
川
口
氏
校
注
、
前
掲
書
、
四
六
頁
。

　
高
木
正
一
氏
「
景
竜
の
宮
廷
詩
壇
と
七
言
律
詩
の
形
成
」
『
立
命
館
文
学
』
二
二

四
号
、
一
九
六
四
年
。

　
川
口
久
雄
氏
『
絵
解
き
の
世
界
－
敦
燈
か
ら
の
影
』
（
明
治
書
院
、
一
九
八
一
年
）
、

二
九
九
頁
以
下
。

　
松
浦
友
久
氏
『
中
国
詩
選
　
三
』
（
杜
会
思
想
社
、
一
九
七
二
年
）
、
一
七
六
頁
。

　
大
野
実
之
助
氏
「
表
現
形
式
か
ら
観
た
道
真
の
詩
」
『
東
洋
文
学
研
究
』
一
〇
号
、

一
九
六
二
年
。

　
花
房
英
樹
氏
『
白
居
易
研
究
』
（
世
界
思
想
社
、
一
九
七
一
年
）
、
…
二
二
頁
以
下
。

　
吉
川
幸
次
郎
氏
『
中
国
文
学
史
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
、
一
八
○
頁
。

　
松
浦
氏
、
前
掲
書
、
八
○
頁
。

　
川
口
久
雄
氏
『
三
訂
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
　
上
』
（
明
治
書
院
、
一
九
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